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はじめに

　伊江村川平、伊江港の北側の海岸砂丘地に立地す

る具志原貝塚は縄文時代前期からグスク時代の複合

遺跡である。本稿では、2018年から2019年にかけ

て、伊江村教育委員会が遺跡の内容および範囲確認

を目的に北地区、南地区、東地区の3地区で行った

試掘の結果、南地区において発見された埋葬人骨に

ついて概要報告（伊江村教育委員会2020）の補足

的な記載を行う。具志原貝塚の概要、調査略史は玉

榮ほか2021（本紀要掲載）を参照されたい。

2018 ～ 2019年の調査の概要

　埋葬人骨が出土した南地区は標高約11mの砂丘

頂部に当たる。砂丘南側縁辺部にはモクマオウやア

ダンなどの防潮林があり、その北側が史跡指定地と

して保護されている。本稿で取り扱う資料とは別に、

1984年、沖縄県教育委員会による同地区東側の試

掘調査で、Ⅰトレンチ第5層から仰臥屈葬と思しき

時期不明（註1）の人骨1個体分が殻頂部に穿孔さ

れたイモガイとともに出土し、Ⅱトレンチ第7層か

ら弥生～平安並行期の土器、有孔メンガイ製品とと

もに頭骨1点と3 ～ 4体分の四肢骨が出土しており、

同地区が墓域として利用された可能性が示唆された

（沖縄県教育委員会1985）。しかし、同地区中央か

ら西側に関しては未調査であり、遺跡の範囲も不明

瞭であった。そのため、2018年から2019年の試掘
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Abstract

　 Excavations of the Gushibaru shell midden in 2018 and 2019 uncovered buried human bones belonging 

to the early Gusuku period (direct C14 date is mid-11th century to early 13th century). The strong 

flexure of limbs indicates that they were tied at the time of burial. As a result of morphological 

examination, they were estimated to be a short stature middle-aged woman. In addition, severe 

periodontal disease, enamel hypoplasia, and marked calculus were observed. These suggest that the 

introduction of farming in this period, a major change from hunting-gathering to food production, 

might have a significant impact on the oral hygiene. However, she retains some morphological 

characteristics of the people of the previous Ryukyu sell midden period, such as short stature and short 

head. This is remarkable for exploring the relationship of changes in both of physical characteristics and 

lifeways. Since the Gusuku period people have been thought to be the key to the population history of the 

Ryukyu Archipelago, further comparative and multidimensional study is needed.
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調査では、1984年の沖縄県教育委員会調査の概報

で示された遺跡想定範囲と未調査範囲を鑑み、3つ

の新たな試掘坑を設定した。本稿で補足記載するの

は、試掘坑3において検出された土壙墓から出土し

た資料である。

　当初（2018年調査時）、頭骨、右鎖骨、屈曲した

右上肢骨が確認されたが、明確な遺構のプランを確

認することは出来なかった。但し、壁面に遺構断

面と思しき輪郭が認められたため、翌年（2019年）

遺構の有無を確認するため試掘坑を東側に拡張する

形で調査を実施し、その結果、平面プラン楕円形の

土壙墓を検出し、土壙内より前年確認したもの以外

の部位の人骨を確認した。埋葬人骨は全身の部位が

保存されていたが、脆弱な状態であり、埋め戻しに

よる損傷を苦慮し資料の取り上げを行った。

埋葬人骨の概要

　人骨は平面プラン楕円形（長径112㎝、短径56㎝）

深さ13㎝の土壙から出土し、仰臥屈（肢）葬位を

とり、頭位は北北西である。頭部は左側に傾き、下

半身は右側に傾く。肘を強く曲げ、右手は顔の右前、

左手は顔の正面に位置していた。膝を強く曲げ、足

底が臀部に接していた。このような位置関係からは、

埋葬前から埋葬時にかけて、四肢がそれぞれ曲げら

れ、なおかつ固定されていたことが推察される。骨

格の各部位は解剖学的な位置関係をほぼ保っていた

が、手足の骨はやや動いていた（図1）。

　篠田謙一らによる左下顎第1大臼歯を試料とした

ミトコンドリアDNA分析では、ハプロタイプM7a1a

という結果が得られている（篠田ほか2019）。

　また、複数の微小骨片を試料とした放射性炭素年

代測定の結果、較正年代で904－733 cal BP（11世

紀半ば～ 13世紀初頭：グスク時代黎明期）という

結果が得られている。

註1：共伴遺物が無く明確な時期は不明だが、先史

時代に帰属する可能性が指摘されている。

残存部位・歯式

　人骨は全身にわたって埋存していたが、前述の通

り脆弱な状態であり、特に顔面部、四肢長骨骨端部、

体幹部については取り上げ時またはその後の整理作

業の過程で破損してしまった。残存部位と歯式は図

２の通りである。また、頭蓋の残存部を図３に示す。

 

図 1　土壙墓のプランと人骨の出土状況

　　　（伊江村教育委員会2020を改変）

図 2　人骨の残存部位と歯式

◯: 歯槽開放　×: 歯槽閉鎖　 /: 破損　(): 遊離歯
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年齢・性別

　年齢は下顎歯の咬耗度に関するLovejoy(1985)の

方法によると熟年（45－55歳の段階）に相当する。

性別は取り上げ時に観察された寛骨の大座骨切痕の

形状から女性と推定された。

身長

　大腿骨の最大長に関する藤井（1960）の方法に

よると148㎝となる。

その他の形態学的特徴

　上顎骨の残存部（前歯部）は歯槽性突顎を示す。

下顎骨の歯槽の退縮は著しく歯槽が閉鎖している部

位については生前に脱落したものと思われる。左下

顎第1切歯の歯頸部唇側面には歯石の沈着が顕著で

ある。左右の下顎犬歯にはエナメル質減形成が認め

られた（図4・5）。

計測的検討

　馬場（2017）の方法に準じて計測を行った。計

測値を表１～４に一覧する。

表 1　頭蓋の計測値（㎜）

Martin's no.

1 脳頭蓋最大長 167

5 頭蓋底長 83

8 脳頭蓋最大幅 143

9 最小前頭幅 96

11 両耳幅 126

12 最大後頭幅 109

17 バジオン・ブレグマ高 (123)

43 上顔幅 105

45 頬骨弓幅 131

66 下顎角幅 (99.1)

69 オトガイ高 21.8

70 下顎枝高 R －/L 56.3

71 下顎枝幅 R 28.7/L 28.0

8:1 頭蓋長幅示数 85.6 

17:1 頭蓋長高示数 (73.7)

17:8 頭蓋幅高示数 86.0 

71:70 下顎枝示数 R －/L 49.7

　（）は計測基準点が不明瞭なため参考値であることを示す

表 2　顔面平坦度に関する計測値（㎜）

1 前頭骨弦 98.8

2 垂線高 12.7

2:1 前頭骨平坦示数 12.6

図 3　頭蓋（左：正面、右：左側面）

図 4　下顎骨（上面拡大）

図 5　下顎骨（左前方から拡大）
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表 3　上肢骨の計測値（㎜）

　 上腕骨 右 左

5 中央最大径 19.9 20.3

6 中央最小径 14.8 16.1

6:5 骨体横断示数 74.4 79.3

7 骨体最小周 54 59

7a 中央周 63 64

　 橈骨 　 　

3 骨体最小周 38 37

4 骨体横径 12.8 15.2

4a 骨体中央横径 12.4 14.8

5 骨体矢状径 9.6 10.3

5:4 骨体断面示数 75.0 67.8

　 尺骨 　 　

3 骨体最小周 33 35

11 骨体矢状径 10.4 11.4

12 骨体横径 13.7 13.2

11:12 骨体横断示数 75.9 86.4

表 4　下肢骨の計測値（㎜）

　 大腿骨 右 左

1 最大長 － (387)

6 骨体中央矢状径 25.5 26.8

7 骨体中央横径 24.7 23.5

6:7 骨体中央断面示数 103.2 114.0 

8 骨体中央周 81 81

9 骨体上横径 28.9 27.7

9-01 骨体上最大径 29.2 28.0 

10 骨体上矢状径 21.8 22.5 

10-01 骨体上最小径 21.4 21.8 

10:9 骨体上断面示数 75.4 81.2 

　 脛骨 　 　

8 中央最大矢状径 28.5 27.4

8a 栄養孔位最大径 30.2 28.4

9 中央横径 19.9 19.9

9a 栄養孔位横径 21.1 19.8

9:8 中央横断示数 69.8 72.6

9a:8a 扁平示数 69.9 69.7

10 骨体中央周 75 73

10a 栄養孔位周 80 79

10b 骨体最小周 71 70

　 腓骨 　 　

2 中央最大径 － 12.5

3 中央最小径 － 10.6

図 6　頭型の時代間比較

旧石器: 港川（Suzuki and Haninara ed.(1982)）
縄文　: 津雲（分部ほか（1999））、具志川島・真志喜安座間原（松下・

太田（1993））、ナガラ原第三（伊江村教育委員会（2017））
弥生　: 広田（松下・太田（1993））
中世　: 勝連城（土肥ほか（2011））、吉母浜・鎌倉材木座（分部ほか

（1999））
中近世: 銘苅古墓群南B-3・4（分部ほか（1999））、銘苅古墓群

南B, E区（土肥・北條（1998）） 
近現代: 琉球人・畿内人・関東人（分部ほか（1999））

3:2 中央断面示数 － 84.8

4 中央周 － 40

4a 最小周 － 35

（）は残存部からの推測

 

　頭蓋長幅示数は85.6となり過短頭に相当する。

旧石器時代から近現代にいたる各集団の成人女性と

比較すると、一般に長頭傾向を示すとされる中世集

団の中において最も短頭であり、先立つ時代の集団

に認められる形質を留めているとみられる（図6）。

比較データは図6と共通

図 7　下肢の時代間比較
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　下肢について、大腿骨の柱状性は同時代集団内で

最も大きく、縄文時代人と旧石器時代人の中間に位

置した。脛骨は旧石器時代人に次ぐ扁平さであった

（図7）。

具志原貝塚以外のデータは土肥ほか（2000）による

図 8　上腕骨最小周／大腿骨中央周の時代間比較

　また、上肢と下肢の相対的な発達度合を示す上腕

骨最小周：大腿骨中央周を時代間で比較すると、旧

石器時代の港川人よりも小さな値を示し、上肢に比

した下肢の発達度が最も高かった。（図8）

まとめ

　具志原貝塚の11世紀半ばから13世紀初頭の埋葬

人骨は熟年女性と推定され、短頭、低身長など貝塚

時代人の形質を色濃く留めていた。農耕の導入等に

よる前代からの食性の変化に起因するためなのか、

歯周病・齲歯・歯石の沈着が顕著であった、グスク

時代人は琉球列島人の形成史を解明するためのカギ

を握る存在であり（安里・土肥1999）、様々なアプ

ローチによって同時代人や他集団とのさらなる詳細

な比較検討が必要である。
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